作物名
[bookmark: _GoBack]    （ ２０２１ ） 年 度 委 託       　  　      　　　      （　　チャ　　）右のコメントが不要な場合は、「校閲」タブの[削除] の下にある矢印をクリックして、[ドキュメント内のすべてのコメントを削除] をクリックすると消せます。

	対 象 病 害 虫 名 ・ 学 名　　　	Comment by Windows ユーザー: 学名の表記方法について
以下アドレス内(http://www.jppa.or.jp/test/shiken.html)の学名リストに代表的な学名を記載しています。ご活用下さい。


試験場名　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者氏名　
１．試 験 目 的 （依 頼 事 項）       防除効果及び薬害の検討
２．試 験 方 法　　試験地場所       　
対 象 病 害 虫 発 生 状 況  　　　　　　発生　（前茶期の発生量：　　　発生）	Comment by Windows ユーザー: 最終発病調査の結果を元にし，調査法に記載されている基準に従って示す。	Comment by Windows ユーザー: 可能な範囲で前茶期の発生状況を記載する。不要な場合は削除
耕種概要(品種･施肥･一般管理・露地栽培か施設栽培（ビニルハウス・雨除け・トンネルなど）の区別・土壌性条件・試験期間中の薬剤防除を記載)
品種：　　　　　　樹齢：　　　年生　　　　　　土性：　
施肥： 
試験期間中の薬剤防除：なし

区制・面積・試験区の構成      １区  　　㎡/区（　　m×　　ｍ）　3反復
圃場配置図を記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）




処理年月日,量,方法,処理時の作物ステージおよび処理前後の降雨の影響
（処理年月日）　　　　　　    （作物のステージ）　　　　　　　	Comment by Windows ユーザー: 薬剤の防除効果は散布時の葉期によって大きく異なるので，1回目散布時の葉期を記載する。
なお，葉期の数え方については，不完全葉を第一葉とする。
（処理方法）   例）200L/10a相当量を背負式電動噴霧器で散布した。	Comment by Windows ユーザー: 処理に用いた機器、処理量を記入

（処理前後の降雨） 　

試験期間中の気象条件	Comment by Windows ユーザー: 処理1 週間前から最終調査時までの気象表（平均気温，降水量）を記載する
網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい
平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）




平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）

網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい
平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）

網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい
平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）

網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい
平均気温、降水量の表またはグラフを記載
（紙面のスペースによっては末尾でも可）


観測地点：

調査月日・方法　(月日、詳細な方法、指数等を用いた場合は指数分類・式、薬害の判断方法・時期を記載)	Comment by Windows ユーザー: 調査月日・調査方法について
・薬効と薬害の調査日が異なる場合はそれぞれ記載。
・調査月日と方法の項目を分けずにまとめても可。
・薬害は、いつ、どの部位について観察したかわかるように記述する。グレードは適宜定めてよい。
（調査月日）  薬効：　　月　　日(散布●日後)
薬害：　 月　　日(散布●日後)、　　月　　日（散布●日後）
（調査方法）  薬効：
薬害： 
－：薬害を認めない　＋：軽微な薬害症状を認める　＋＋：中程度の薬害症状を認める　＋＋＋：重度の薬害症状を認める

その他　(特記する事項があれば記載。接種または放虫した場合は、採集場所・時期・由来、月日、詳細な方法を記載)




網かけによる記載は印刷時に黒塗りでつぶれてしまうため、使用しないで下さい
成績書は白黒印刷となることからカラーは使用しないで下さい





    （ ２０２１ ） 年 度 委 託       　  　      　　　      （　　チャ　　）
	対 象 病 害 虫 名 ・ 学 名　　                                          試験場名　　



３．試 験 成 績  





４．考　察　(判定した時期、判定記号を記載)
　　　判定に用いた（重視した）調査日（散布○日後等）、試験に影響した条件（気象条件）等などを記載

整理No.)  　薬剤名　　 処理濃度・量　　　処理方法　　　　　　判定記号
　　 　　本処理は、対照処理と比較して○○○、無処理と比較して○○○。実用性は○○○。	Comment by 留意点: 判定記号と齟齬がないように文章を入力
　　　　　薬害は○○○。

例：
１)  Aフロアブル　　 1000倍散布　　BAA-
　　 　　本処理は、対照処理と比較してほぼ同等の効果を示し、無処理と比較して効果は高かった。実用性は高いと考えられる。
薬害は認められなかった。






	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



